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左から兵庫医療大学 松田学長、神戸女子大学 波田学長、

神戸夙川学院大学 渡瀬学長、神戸学院大学 岡田学長

第２１回神戸景観・ポイント

賞（特別賞）を受賞
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神戸ポートアイランド４大学連携協定を締結

神戸ポートアイランド内にキャンパスを設置する神戸学院大学、神戸夙川学院大学、神戸女子大学（同短期大学含む）

と兵庫医療大学の４大学は、大学間の教育・学術に関する連携協力並びに地域交流に貢献するために、「神戸ポートア

イランドキャンパス４大学連携協定」を締結しました。締結にあたり、４大学の学長による調印式が、１月２９日（火）

神戸学院大学キャンパス内にて執り行われました。

松田学長は、調印式で「兵庫医療大学は次世代の医療人を養成するというミッションのなかで、薬学、看護学、リハ

ビリテーション学の３学部をボーダレスに結び教育している。この『ボーダレス』というキーワードが、４大学の連携

の際にもあてはまると思う。単位互換という制度的なことだけでなく、ボランティア活動も含めて学生たちが大学の壁

を越えて自由に交流し合うことができれば、地域も活性化し、４大学全体が一層発展していくのではないか。」とコメ

ントしました。

４大学間の連携については、昨年の開学時から様々な観点で協議を重ねてきましたが、これより正式に「神戸ポート

アイランド４大学連携実務者会議」の下、入試広報、図書館、学生、教務、エクステンションの５部会を置き、具体的

連携施策の実施に向け取り組んでいくことになります。

第２１回神戸景観・ポイント賞（特別賞）を受賞

昨年４月に神戸ポートアイランドに開学した神戸学院大学、兵庫医療大学、神戸夙川学院大学の３大学が、第２１回神

戸景観・ポイント賞（特別賞）を受賞しました。これは、神戸市が「神戸らしい優れた都市景観の形成に寄与した行為

を表彰することにより、市民および事業者の景観に対する理解と意識の向上を図ること」を目的としたものです。今年

２月４日（月）、「景観まちづくりシンポジウム」にお

いて表彰式が行われ、矢田神戸市長より表彰されまし

た。受賞理由は下記のとおりです。

～神戸の新たなウォーターフロント景観の創出～

ポートアイランドコンテナバース跡地に、３つの大

学が進出し、それぞれの建物が個性を出しながら、全

体として１つのキャンパスを創り出している。敷地の

周囲に柵や堀などを設けず、地域に開かれた緑豊かな

オープンスペースも形成している。また、ポーアイし

おさい公園と一体となって、みなと神戸の新しい都市

的スケールの景観を創出している。

（施設整備課） 矢田神戸市長（左）から表彰状を受け取る新家理事長（右）

左から兵庫医療大学 松田学長、神戸女子大学 波田学長

・N・E・W・S・
学校法人 兵庫医科大学広報 No．１９２（３月発行）
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兵庫県における肝疾患の診療連携と拠点病院の役割 

厚生労働省 

肝疾患診療連携拠点病院 
〔兵庫医科大学・肝臓病センター（仮称）〕 

地区専門病院 地区専門病院 

かかりつけ医 肝疾患協力病院 
かかりつけ医 肝疾患協力病院 

肝臓病専門医 
（特定の医療機関） 

実際の治療 

兵庫県　肝炎対策協議会 

肝臓病　非専門医 
（すべての医療機関） 

診療支援･患者相談・医師研修（講演会）など 

肝疾患診療連携拠点病院としての兵庫医科大学の取り組み

内科学 肝・胆・膵科 教授 西口 修平

平成２０年１月１１日に薬害肝炎救済法が成立し、国は血

液製剤によるC型肝炎感染にこれまで有効な手段を講じ

なかったことを謝罪し、従来行っていた肝炎対策をさら

に強化することを決めました。具体策について詳細は不

明ですが、C型肝炎の患者さんにとっては公的な治療助

成金を受けることが可能となり、少なくとも金銭面では

IFN治療のハードルが下がるだろうと予測されます。さ

らに、厚生労働省は肝炎対策の一環として、肝疾患診療

連携拠点病院（以下肝炎拠点病院）を各都道府県に原則

１箇所認定し、全国の肝炎治療のレベルの向上を求めて

います。兵庫県では、肝臓病治療における本学の伝統と

医療レベルの高さを国や県からご評価いただいき、本学

が選定されました。このことは我々にとっては誠に栄誉

なことですが、同時に大きな責任も課せられています。

肝炎拠点病院としての本学の役割は、�県内の各医療

圏に肝臓病専門病院を選定し、これらの病院とともに兵

庫県に肝炎の診療連携ネットワークを構築すること、�
院内に肝臓病患者相談支援センターを設立すること、�
本学において県下の肝疾患医療従事者に対する研修を行

うこと、などが義務づけられています〔下図〕。さらに、

兵庫県からは特に県中部から北部地区には肝臓病を専門

とする医療機関が存在せず、この地区の病院との連携強

化や医療支援が求められています。本学は、幸いなこと

に内科・外科・放射線科を中心に多数の肝臓病専門医

（肝臓学会専門医）を擁しておりますので、当該医局間

の診療連携を強化すれば国や県からのニーズに対応可能

です。これを具現化するために、肝疾患に関する最高水

準の医療を提供することを目指した「肝臓病センター〔仮

称〕」を本学に新設することが決まりました。

肝臓病センターの構想は、まだ具体案が決定されてい

ません。理想的には、外来部門、病棟部門、検査部門、

患者相談支援部門、教育部門に分かれるべきであり、そ

の運営は、主に肝胆膵科、外科、および放射線科に所属

する肝臓専門医が本センターに兼務することにより、合

同で運営を行う予定です。さらに、臨床検査学、臨床病

理、病理学、ICU、救命救急センター、内視鏡センター、

超音波センターのご支援を頂き、拠点病院に求められる

業務に幅広く対応いたします。このことにより、肝疾患

の診断と治療に関し各科の垣根を取り払った集学的で質

の高い医療の提供や肝臓病の教育プログラムの充実が可

能となります。このような肝臓病に対する総合的な取り

組みは他の医療機関や大学では例を見ず、本センターの

開設は現在大きな社会問題であるウイルス性肝炎に対す

る本学の真摯な姿勢をアピールし、大学病院の理念でも

ある地域社会への貢献につながると考えております。

今後、新設される肝臓病センターの活動を通じて肝炎

拠点病院としての責任を果たしたいと考えておりますの

で、ご指導ご鞭撻賜りますようよろしくお願い申し上げ

ます。

・兵庫医科大学TOPICS・
学校法人 兵庫医科大学広報 No．１９２（３月発行）
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「がんプロフェッショナル養成プラン」第１回 兵庫エリア地域連携推進委員会」

文部科学省第３次がん１０ヵ年総合戦略の一環として実

施される、平成１９年度大学改革推進等補助金「がんプロ

フェッショナル養成プラン」に近畿の国・公・私立６大

学（神戸大学、兵庫医科大学、神戸市看護大学、近畿大

学、大阪市立大学、大阪府立大学）が連携して共同申請

し採択されました。これは同６大学の医学・看護学・薬

学系大学院研究科が共通プログラム（単位互換）により

質の高い医師、コメディカルのオンコロジーチームを養

成するものであり、題して「６大学連携オンコロジーチ

ーム」と称されています。

このプロジェクトを実施するためには、近畿４府県の

がん診療連携拠点病院をはじめ、各阪神間の医師会の先

生方の連携並びに協力なくしては不可能であることから、

このたび兵庫エリアのがん診療連携拠点病院の先生方、

並びに阪神間の医師会の先生方が一同に会して、「第１回

兵庫エリア地域連携推進委員会」を平成１９年１２月２０日�
午後７時から、神戸ポートピアホテルにて開催しました。

当日は、阪神間の各医師会長をはじめ、関連病院・一

般病院の先生方を含め総勢５２名の参加があり、今回のプ

ロジェクトに対する各先生方の関心の高さを改めて実感

しました。 （学務課）

「兵庫医科大学 第３回 知の創造レクチャー」

本学では平成１７年に創設しました「兵庫医科大学レクチャーシップ」により、知

の創造者ともいえる学外からの超一流の研究者をお招きし、最新の医学研究の講演

を直接、生で聞くことで、本学教職員、研究者、大学院生、学部学生、並びに近隣

の医学関係者の今後の学問研究の一助としております。今年も、１月２４日�午後５
時３０分から平成記念会館に於きまして「兵庫医科大学第３回 知の創造レクチャー」

を開催しました。

今回は、大阪バイオサイエンス研究所長の中西 重忠先生をお招きし、「神経伝達

の制御機構」の題目で、ご講演いただきました。

当日は、学部学生３４３名、大学院生１６名、教職員７７名、総勢４３６名の参加があり、

学生はもちろん、教員、研究者にとって今後の学問研究の大きな一助になりました。

本講演会については、次年度以降も引き続き開催していく予定です。 （学務課）

実験動物慰霊祭
動物実験委員会委員長 関 眞

平成１９年１２月７日（金曜日）午後５時より９－２講義室におい

て実験動物慰霊祭が挙行されました。多数の教職員、大学院生、

研究生等が参列され厳粛な雰囲気の中、参加者全員の黙祷の後、

生化学講座藤原講師による慰霊の詞が捧げられました。

次に実験動物の御霊に対し学長、理事長、動物実験委員長、動

物実験施設長、実験動物管理者、学務部長に続いて参加者全員が

順次献花し、動物の御霊が安らかならんことを祈りました。

この実験動物慰霊祭は、兵庫医科大学の教育・研究のためにそ

の尊い命を捧げてくださった数多くの実験動物の御霊に対し感謝

の意を表すため毎年１２月に挙行されております。今回で３５回目と

なりますが、私たちは、生きる物の命を糧にしなければ成し得ない実験や研究を行っているという事実をあらためて受

け止め、Refinement, Replacement, Reductionの３Rに配慮するとともに医学の発展のために努力することを誓う機会と

考えております。

学校法人 兵庫医科大学広報 No．１９２（３月発行）
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兵庫医科大学大学院学則の一部改正
別表 （下線部分が改正箇所）

現 行 改 正 後

専
攻

研
究
分
野

必 修 科 目 選 択 科 目 専
攻

研
究
分
野

必 修 科 目 選 択 科 目

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目

医
科
学

高
次
神
経
制
御
系

（省 略） （省 略）

医
科
学

高
次
神
経
制
御
系

（現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

神経生理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

神経生理学
講 義
演 習
実験研究

生体情報学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

生体情報学
講 義
演 習
実験研究

（省 略） （省 略） （現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

生
体
応
答
制
御
系

環境生理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

環境生理学
講 義
演 習
実験研究

生
体
応
答
制
御
系

生体機能学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

生体機能学
講 義
演 習
実験研究

（省 略） （省 略） （現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

形態・
機能病理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

形態・
機能病理学

講 義
演 習
実験研究

機能病理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

機能病理学
講 義
演 習
実験研究

病態解析学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

病態解析学
講 義
演 習
実験研究

分子病理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

分子病理学
講 義
演 習
実験研究

（省 略） （省 略） （現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

胸部腫瘍学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）
共通コース
特別講義

８
６
１６

２
２

胸部腫瘍学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）

（現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

放射線腫瘍学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）
共通コース
特別講義

８
６
１６

２
２

放射線腫瘍学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）

医学物理学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）
共通コース
特別講義

８
６
１６

２
２

医学物理学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）

臨床腫瘍薬剤
制御学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）
共通コース
特別講義

８
６
１６

２
２

臨床腫瘍薬剤
制御学

講 義
演 習
実験研究
（臨床研究）

分子病態学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

分子病態学
講 義
演 習
実験研究

免疫病理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

免疫病理学
講 義
演 習
実験研究

（省 略） （省 略） （現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

先
端
医
療
学

分
子
病
態
制
御
系

（省 略） （省 略）

先
端
医
療
学

分
子
病
態
制
御
系

（現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

形態・
機能病理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

形態・
機能病理学

講 義
演 習
実験研究

機能病理学

講 義
演 習
実験研究
共通コース
特別講義

８
６
１６
２
２

機能病理学
講 義
演 習
実験研究

（省 略） （省 略） （現行どおりのため省略） （現行どおりのため省略）

この改正は、平成１９年１０月２２日から施行する。

学校法人 兵庫医科大学広報 No．１９２（３月発行）
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財団法人等各種団体による研究助成金等の交付状況
（単位：千円）

学 位 の 授 与

甲第４９２号

吉田 康彦 （Ｈ１９．１２．６）

（学位論文名）

Allogeneic bone marrow transplan-

tation for hepatocellular carcinoma :

hepatocyte growth factor sup-

presses graft－vs.－host disease
�
�
�
�
�

マウス肝癌モデルに対する移植片対腫瘍（Graft－

Versus－Tumor）効果を利用した骨髄移植療法とそ

の免疫学的抗腫瘍メカニズム

�
�
�
�
	

甲第４９３号

鈴村 和大 （Ｈ２０．１．１０）

（学位論文名）

Adeno－associated virus vector－

mediated production of hepatocyte

growth factor attenuates liver fibro-

sis in mice
�
�
�
�

マウス線維肝モデルに対するAAVベクターを用い

たHGF遺伝子治療の検討

�
�
�
	

乙第３００号

中尾 伸二 （Ｈ１９．１２．６）

（学位論文名）

Characterization of Left Ventricular

Filling Abnormalities and Its Rela-

tion to Elevated Plasma Brain Natri-

uretic Peptide Level in Acute to

Chronic Diastolic Heart Failure
�
�
�
�

拡張不全における急性期から慢性期にかけての左室

流入動態の特徴と血漿BNP値との関連性について

�
�
�
	

乙第３０１号

麻野 泰包 （Ｈ１９．１２．６）

（学位論文名）

Hepatocyte growth factor promotes

remodeling of murine liver fibrosis,

accelerating recruitment of bone

marrow－derived cells into the

liver
�
�
�
�

肝細胞増殖因子は肝への骨髄由来細胞の誘導を増進

しマウス線維肝の再構築を促進する

�
�
�
	

乙第３０２号

植木 隆介 （Ｈ２０．１．１０）

（学位論文名）

Emulsion of flurbiprofen axetil re-

duces propofol injection pain due to

a decrease in free propofol concen-

tration
�
�
�
�
�

フルルビプロフェンアキセチルの脂肪懸濁液は遊離

型プロポフォール濃度を低下させることによりプロ

ポフォールの血管痛を軽減させる

�
�
�
�
	

助成団体名 研究課題名 研究者 交付額

（財）兵庫県健康財団 骨髄内臍帯血ミニ移植の有効性の研究
岡本 昌也

（内科学（血液内科））
４００

（財）兵庫県健康財団 悪性中皮腫における腫瘍マーカーの探索に関する研究
栗林 康造

（内科学（呼吸器・RCU科））
２００

（財）兵庫県健康財団
慢性腎臓病患者における心血管合併症および生命予後に影響
を与える因子の検討

蓮 池 由 起 子
（内科学（腎・透析科））

１５０
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潰瘍性大腸炎手術 国内初の１，０００症例達成

外科学 准教授 池内 浩基

潰瘍性大腸炎（以下UC）症例は欧米に比べて本邦では少ない疾患でした。しかし、本邦での患者数は右肩上がりの

増加傾向を示し、すでに８万人を超えたと推定されています。UCの治療の原則はまず内科的治療であり、薬物療法と

２０００年に保険適応となった血球成分除去療法が行われます。血球成分除去療法は故下山孝教授のグループが中心となり

開発された治療法です。しかし、多くの症例は再燃緩解を繰り返し、最終的に手術が必要になる症例が多く存在するの

も事実です。UCの外科的治療は大腸全摘術ですが、肛門を温存しつつ大腸を全摘する、大腸全摘、J型回腸嚢肛門吻合

術（以下IPAA）は宇都宮譲二名誉教授が考案された世界の標準術式であり、当科ではこのIPAAの術式改良に山村武

平病院長、現三重大学楠正人教授を中心として、取り組んできました。

当初は３期分割手術（３回に分けて手術する方法）が主流であり、そのため治療期間は合計１０ヶ月前後必要でしたが、

現在では症例によっては１期的な手術（入院期間約３週間のみ）が可能な症例も多くなってきました。術式の改良に伴

い、手術時間の短縮、在院日数の短縮が可能となり図１に示したように症例数は増加し、昨年は年間の手術症例数が９９

例となっています。

遠方からの紹介患者さんも多く、図２に示すように東日本の一部の県を除くほぼ全国からの患者さんが紹介されてい

ます。当院では現在、消化器内科も松本譽之教授を中心に、炎症性腸疾患（以下IBD）の専門医が多く在籍し、消化器

外科にも我々のIBDグループがあります。内科も外科もIBDの専門医のいる病院は全国的にも非常に珍しく、IBDの駆

け込み寺的な役割を果たしてきました。現在、IBDセンター化構想がありますが、内科も外科も組織横断的に専門医の

いるIBDセンターとして更なる飛躍ができればと考えています。

（関連新聞記事を巻末に掲載）

図１ 潰瘍性大腸炎手術症例の年次推移

図２ 兵庫医科大学病院への潰瘍性大腸炎手術

紹介患者の分布

・兵庫医科大学病院TOPICS・
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「地域がん診療連携拠点病院」の承認について

兵庫医科大学病院は、本年２月「地域がん診療連携拠

点病院」として厚生労働省に承認されました。「地域が

ん診療連携拠点病院」は『第３次対がん１０ヵ年総合戦略』

に基づき、質の高い「がん」医療を受けることができる

診療拠点として国から指定された病院です。

近年、「がん」が国民死亡の第一位を占め、がん診療

の重要性、社会的要求が高まってきています。兵庫医科

大学では、昨年１１月、「兵庫医科大学がんセンター」を

開設し、外来化学療法室の拡充も行いました。「がんセ

ンター」では、キャンサーボード（腫瘍評議会）の組織

化により、診療科の枠を越えてがんの専門家が集まり、

横断的に、科学的根拠に基づく最高水準のがん治療が行

える診療体制を築いています。

さらに、昨年文部科学省に採択されました「がんプロ

フェッショナル養成プラン」に基づき、がん治療に携わ

る専門的な知識・技能を有する医師および医療従事者を

育成するため、卒後専門教育および大学院教育を充実さ

せました。

兵庫医科大学は、「地域がん診療連携拠点病院」とし

て、地域の医療機関への診療支援や連携を強化し、総合

的がん診療体制を整備することにより、今後も質の高い

がん医療を提供してまいります。

（管理課）

（関連新聞記事を巻末に掲載）

院内（地域）がん登録に関する講演会開催

平成１９年１２月１２日
、３－１講義室に
おいて、「院内（地域）がん登録に関す

る講演会」が開催され、がん診療に携わ

る医師・看護師等１３０名が参加しました。

今回は学外から、津熊秀明氏（大阪府

立成人病センター調査部長）と小林 誠

氏（兵庫県健康財団がん登録課長）を講

師としてお招きし、講演していただきま

した。

がん登録は、都道府県の取り組み方や

全国の医療機関の対応に格差があり、わ

が国のがんの実態が分からないのが実情です。しかし、

平成１７年６月に「がん対策基本法」が成立し、国が定めた

「がん対策推進基本計画」の中で、がん医療水準の均て

ん化を目指した「がん登録の推進」が挙げられています。

当院においても、院内がん登録室を設置し、平成１９年

７月より院内がん登録を開始しています。本年２月には

「地域がん診療連携拠点病院」にも指定され、今後ます

ます精度の高い院内がん登録が求められております。皆

様のご理解、ご協力をお願いいたします。

（病歴課）

病 院 概 況
患者数

区 分

入 院（診療日数６１日） 外 来（診療日数４２日）

診療
日数

新 入 院
患 者 数

退 院
患 者 数

在 院 延
患 者 数

病 床
稼働率

平均在
院日数

診療
日数

新 外 来
患 者 数

外 来 延
患 者 数

人 人 人 ％ 日 人 人

１９年１１月
１２月

３０
３１

１，４６１（４８．７）
１，３６６（４４．１）

１，４７５（４９．２）
１，６２７（５２．５）

２１，６４７（７２１．６）
２１，７１０（７００．３）

８４．７
８２．７

１４．７
１４．５

２１
２１

３，８２６（１８２．２）
３，６７２（１７４．９）

５１，３９４（２，４４７．３）
５１，５５９（２，４５５．２）

前年度対比 ― １０６．４％ １０４．０％ ９３．３％ １．９ △１．５ ― ７７．１％ １００．１％

※（ ）は１日平均
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兵庫医療大学薬学部 特任教授ご挨拶

新たな薬学教育のスタートに

薬学部 特任教授 馬場 明道

兵庫医療大学がスタートして、ほぼ、

一年を迎えようとしています。私は、

昨年十二月より同大学薬学部の特任教

授（非常勤）に任命され、その教育研究に参画する機会

を得ました。ご承知のように、薬学教育制度改正を受け、

薬学部・薬系大学は、各々の特色を背景に、多彩な教育

研究を提供しようとしています。医療人としての薬剤師

育成、創薬科学の推進を支える人材育成が、これからも

薬学教育の重要なミッションであることは間違いありま

せん。一方、これからの社会では、「健康の維持」、「安

全・安心」をキーワードに、産業創出もふくめた色々な

構造変化が起こることも予測されます。総合健康科学で

ある薬学は、まさにこれらの社会的変化に対応し得る人

材育成を図れる領域です。

薬、看護、リハビリテーションの三学部を有する兵庫

医療大学は、学校法人兵庫医科大学の一員として、医療

を担うコメディカル人材育成を図ることはもとより、健

康を志向するこれからの社会に柔軟に対応しうる人材を

育成することで社会的貢献が果たせるものと思います。

その目的の達成のために微力ながら貢献するつもりです。

●プロフィール

専門は薬理学、（社）日本薬理学会前理事長、日本薬

学会賞受賞（平成１９年度）

大阪大学大学院薬学研究科教授（現在）、薬学部長、

大阪大学理事・副学長など

を歴任

地域連携実践センター
第２回・第３回公開講座・健康相談

兵庫医療大学 地域連携実践センター主催の第２回公開講座・健康相談を１２月１１日�午後２時から開催しました。看
護学部が中心となって開催し、看護学部の鈴木久美教授が「自分のからだについて学ぼう－乳がん自己検診法について

－」のテーマで講演し、講演後、乳がん自己検診法について映像（DVD）を見ながら実技を行いました。参加者から

は、実技を兼ねた講習は大いに参考になったと感想を頂きました。

また、第３回公開講座を１月２６日�午後２時から開催しました。「発達の気がかりな子どもの心の世界」と題してリ
ハビリテーション学部の伊藤斉子准教授と大阪LD親の会おたふく会の笠井恵美副代表による講演を行いました。参加

者からは、相談する施設が少ない為、大変充実した内容で参考になったと感想を頂きました。お子様連れの方には託児

所を設け安心して講演や健康相談に臨んで頂けました。

【今後の開催予定】

第４回 ３月１５日（土）「メタボリック症候群」

第５回 ５月１０日（土）「在宅における栄養剤の使い方 その１」

（管理・運営グループ）

第２回 公開講座 鈴木教授 第３回 公開講座 伊藤准教授

・兵庫医療大学病院TOPICS・
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規程等の制定・改正

人 事 異 動

兵庫医科大学・兵庫医科大学病院
〔西宮キャンパス〕

項 目 制定・改正の趣旨 制定・改正日

１ 医療機器の安全管理にかかる内規
医療機器を安全に使用する上で不可欠である保守点検及び安全使用に関す
る研修を適正に行うため制定

平成１９年
１１月１日

２ 栄養委員会規程 構成員変更に伴う改正
平成１９年
１１月２８日

３ 患者サービス向上委員会規程
外来部門の意見を反映させるため構成員変更、および組織名称変更に伴う
改正

平成１９年
１２月２０日

４ 講座外科目（学科目）設置規程 臨床系学科目の主たる業務に診療業務を加えることに伴う改正
平成２０年
１月１日

５
がんプロフェッショナル養成プランに携わ
る特別聴講学生取扱内規

「がんプロフェッショナル養成プラン」の採択に伴い大学院の中に研修生
コースを設置しその取扱内規を制定

平成２０年
１月１日

６
日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選
考規程

日本学生支援機構に対し推薦する奨学金の返還免除候補者の選考を行うた
め制定

平成２０年
１月１５日

７
日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選
考基準

日本学生支援機構に対し推薦する奨学金の返還免除候補者の選考のための
評価基準を制定

平成２０年
１月１５日

８ 入学試験及び課程を経ない者の学位申請に係
る外国語試験に対する手当支給に関する内規

兵庫医療大学の入学試験を対象に加えた上、手当支給の対象業務を見直し
実態に即した内容に改正

平成２０年
２月１日

９ 入試運営委員会規程 入試運営委員会と教授会との関係をより明確にするため改正
平成２０年
２月１日

〔昇 任〕

発令日 氏 名 昇任後の職名〔所属〕

１９．１１．１６ 栗 林 康 造 講師〔内科学 呼吸器・RCU科〕

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

１９．１１．１６ 藤 盛 好 啓
准教授〔がんセンター〕
准教授（先端医学研究所細胞移植部門）兼任

１９．１２．１ 前 寛
助教〔小児科学〕
小児科医局長兼任

〃 澤 木 潤 子
助教〔小児科学〕
小児科病棟医長兼任

〃 神 原 政 仁
助教〔麻酔科学〕
ペインクリニック部兼務

〃 山 田 洋 一
学務部次長（学務・図書館・知的財産統括室担当）
学務課長兼任

〃 幸 田 章 義 学務部次長（入試・教務学生担当）

〃 河 村 康 彦 学務部知的財産統括室課長

〃 北 出 篤 病院事務部課長補佐（PETセンター事務長）

１９．１２．１６ 高 橋 敬 子
臨床講師〔内科学 冠疾患科〕
救命救急センター兼務

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

２０．１．１ 小 林 薫
助教〔放射線医学〕
放射線科外来医長兼任

〃 甲 斐 義 啓
病院事務部次長（管理・地域医療担当）
経営企画室次長兼任
病院事務部地域医療課長兼任

〃 由 良 仁
病院事務部次長（医事・病歴・治験担当）
病院事務部治験事務課長兼任

〃 佐 藤 浩 治 病院事務部医療安全課長

〃 山 根 智 子 学務部教務学生課主任

〃 糟 谷 健 太 郎 神戸キャンパスオフィス教育・学生支援グループ事務員（主任級）

〃 堀 江 美 奈 子 事務員〔病院事務部治験事務課〕

〃 溝 口 昌 子 事務員〔中央放射線部〕

〃 中 尾 晴 代 事務員〔病院事務部管理課（卒後臨床研修センター担当）〕

〃 植 村 多 佳 子 事務員（嘱）〔病院事務部医療安全課〕

〔委嘱（学内講師）〕

発令日 氏名 現職名〔所属／委嘱職名〕

２０．１．１  橋 裕 二 助教〔環境予防医学〕／学内講師

・法人TOPICS・

※併任、兼任等の解除は下記に載せておりません。
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〔篠山キャンパス〕
篠山病院

※併任、兼任等の解除は下記に載せておりません。

〔神戸キャンパス〕
兵庫医療大学

訃報

曽我祥子教授（平成１９年１２月２９日付、教授に昇任）（心理学）は、かねて病気療養中のところ、平成

１９年１２月２９日ご逝去されました。享年６２歳。

曽我教授は、昭和４８年４月に着任され、平成１２年６月からは准教授（旧助教授）として活躍され、

本学の発展に多大な貢献をされました。心からご冥福をお祈りいたします。

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１１．１６ 田 中 明 美 看護師（嘱）〔看護部（眼科外来）〕

１９．１２．１ 西 宏 之 助教〔心臓血管外科学〕

〃 俵 健 二 助教〔公衆衛生学〕

〃 山 本 紗 織 事務員（嘱）〔病院事務部病歴課〕

１９．１２．１６ 尾 都 野 一 刀 病院助手〔脳神経外科〕

〃 東 家 恵 看護師〔看護部（ICU）〕

〃 大 橋 智 子 看護補助（準）〔看護部（７階西病棟）〕

〃 堺 谷 智 子 看護師（嘱）〔看護部（内科外来）〕

２０．１．１ 菅 野 武 史 助教〔生理学 生体情報部門〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

２０．１．１ 土 居 隆 病院助手〔内科 冠疾患科〕

〃 和 田 龍 病院助手〔産科婦人科〕

〃 岡 秀 樹 病院助手〔耳鼻咽喉科〕

〃 太 田 章 子 看護師〔看護部（NICU）〕

〃 谷 田 啓 子 看護補助（準）〔看護部（７階東病棟）〕

〃 篠 川 和 美 看護師（嘱）〔輸血部〕

〃 西 野 京 子 看護師（嘱）〔看護部（形成外科外来）〕

〃 溝 渕 智 子 実験補助（嘱）〔病原微生物学〕

〃 田 村 聡 子 事務員（嘱）〔財務部資材課〕

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１１．３０ 若 林 可 奈 レジデント〔内科 循環器内科〕

１９．１２．１ 松 平 宗 典 助教〔救命救急センター〕

〃 山 本 郁 代 レジデント〔歯科口腔外科〕

１９．１２．１５ 崔 永 得 病院助手〔脳神経外科〕

〃 入 江 俊 彦 副主任薬剤師〔薬剤部〕

〃 平 井 陽 子 社会福祉士〔地域医療・総合相談センター〕

〃 石 原 久 美 子 事務員〔病院事務部病歴課〕

〃 俵 原 光 子 看護補助（準）〔看護部（７階西病棟）〕

１９．１２．３１ 藤 川 浩 一 講師〔生理学 生体情報部門〕

〃 嶋 田 裕 講師〔外科学〕

〃 根 来 篤 助教〔耳鼻咽喉科学〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１２．３１ 三 井 要 造 助教〔泌尿器科学〕

〃 伊 藤 宏 一 病院助手〔産科婦人科〕

〃 梶 川 勝 示 病院事務部次長（管理担当）〔病院事務部〕

〃 永 井 は づ き 看護師〔看護部（１０階東病棟）〕

〃 田 端 裕 一 看護師〔看護部（６－１病棟）〕

〃 高 橋 文 美 看護師〔看護部（ICU）〕

〃 日 下 有 香 梨 看護師〔看護部（NICU）〕

〃 寺 岸 真 弓 看護師〔看護部（内科外来）〕

〃 青 山 和 枝 実験補助〔病原微生物学〕

〃 高 木 新 枝 看護補助（嘱）〔看護部（７階東病棟）〕

〔退 職〕

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１２．１５ 森 田 和 夫 看護師〔医療技術部（看護部門）看護課第５病棟〕

１９．１２．２５ 中 村 麻 衣 看護師〔医療技術部（看護部門）看護課第１病棟〕

〔配置換え・兼任等〕

発令日 氏 名 異動後の職名〔所属〕

２０．１．１ 小 堀 玲 子 入試・就職グループ事務員（主任級）

〔採 用〕

採用日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１２．１ 馬 場 明 道 特任教授〔薬学部〕

２０．１．１ 岡 み ゆ き 助教〔看護学部〕

〃 市 村 登 和 図書館・情報グループ事務員（主任級）

退職日 氏 名 職 名〔所属〕

１９．１２．３１ 西 川 由 里 子 理学療法士〔医療技術部（医療技術部門）リハビリテーション室〕

〃 上 畑 友 代 看護師〔医療技術部（看護部門）看護課第５病棟〕

※併任、兼任等の解除は下記に載せておりません。
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グループウェア全面導入について

西宮キャンパスでは、情報流通のスピードアップと情報の共有化の推進を目的として昨年１月に事務局に導入し、今

年１月には大学・病院の各部署にまで利用範囲を拡大しました。この全面導入により、各部署ではグループウェア上で

会議室の空き状況確認・予約、学内インフォメーション（回覧等）の受発信等の各種機能が利用可能となるなど業務の

効率化をはじめ様々な効果が期待できます。教職員の皆様は積極的にご利用ください。

（総務課）

グループウェア導入説明会

理 事 会

（１月２８日）

�人事について
�兵庫医科大学新入試制度について
�中期収支計画の見直しについて
�篠山病院の存続について

常 務 会

（１２月４日）

�院外処方について
�学校法人兵庫医科大学事務局 モラール・サーベイ実

施について

�超音波診断装置について（３件）
�外科の再編について
�施設設備工事の執行について
�科学研究費補助金の応募資格について
（１２月１８日）

�人事について
�外科の再編について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�講座外科目（学科目）設置規程の一部見直しについて
�がんプロフェッショナル養成プランに携わる特別聴講
学生取扱内規の制定について

�脳波計について
�超音波手術器について

�マイクロタイピングシステムについて
�連続迅速自動固定包埋装置について
�NICUモニタリングシステムについて
�施設設備工事の執行について
�推薦入試（薬学部・併願）判定結果ならびに兵庫医療
大学奨学金（給付）の選考について

�兵庫医療大学一般入試直前広報活動について
�篠山病院の存続について
�６大学連携オンコロジーチーム養成プラン実施に当た
り連携病院の指導者に対しての称号授与について

（１月１５日）

�人事について
�兵庫医科大学学則の一部改正について
�兵庫医科大学大学院学則の一部改正について
�教務に関する規程の一部改正について
�特命教授設置規程の一部改正について
�入試運営委員会規程の一部改正について
�日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選考規程の制
定について

�日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選考基準の制
定について

�兵庫医科大学新入試制度について
�平成２０年度予算編成方針について
�皮膚科の定員について
�「入学試験及び課程を経ない者の学位申請に係る外国

実際にグループウェアで練習する様子

・主要会議とその議題・

学校法人 兵庫医科大学広報 No．１９２（３月発行）

―１１―



語試験に対する手当支給に関する内規」の一部改正に

ついて

�「看護師確保対策委員会」の設置について
�中期収支計画の見直しについて
�外国出張旅費等の取扱いについて
�平成２０年度病院助手配置について
�採血室受付業務システムについて
�兵庫医療大学設置経費に係わる高額機器９件について
�篠山病院の存続について
（１月２２日）

�篠山病院の存続について

兵庫医科大学 教授会

（１２月６日）

�教員の人事について
�教員選考委員会の設置について
�平成１９年度卒業認定保留者合宿及び第６学年次留年者
合宿について

�平成２０年度カリキュラムについて
�講座外科目（学科目）設置規程の一部改正について（案）
�新入試制度について
�外国人特別短期研究員の受入れ期間の変更について
�平成１９年度研究生の入学について（追加）
�科学研究費補助金（奨励研究）への応募資格について
�学外出講について
�外国出張について
�兵庫医科大学篠山病院の存続について
（１月１０日）

�心理学 故曽我祥子准教授の教授昇任について

�教員の人事について
�教員選考委員会の設置について
�臨床教授候補者選考委員会の設置について
�平成１９年度卒業者の追加認定について
�平成１９年度第６学年次留年者カリキュラムについて
�関西学院大学連携講座について
�平成１９年度第１～第３学年次学年末再試験日程表（案）
について

�平成２０年度カリキュラムについて
�平成２０年度臨床実習について
�平成１９年度第４学年次成績不良者合宿について
�兵庫医科大学学則の一部改正について（案）
�教務に関する規程の一部改正について（案）
�図書館長候補者の選出について
�新入試制度について
�共同研究規程（案）、受託研究規程（案）の改正について
�学外出講について
�第１学年次心理学の成績取扱いについて
�入試運営委員会規程の一部改正について（案）

（１月２１日）

�兵庫医科大学篠山病院問題方針案について

兵庫医療大学 大学協議会

（１２月３日）

�推薦入学試験（併願）実施状況について
�推薦入試（専願）入学手続者に対する入学前教育プロ
グラムについて

�大学連携協議会議題について
�平成２０年度事業計画（案）について
�「神戸ポートアイランド４大学連携協定」の締結につ
いて

�平成１９年度冬期賞与について
�平成２０年度着任教員並びに助教・助手の研究室整備に
ついて

�学外実習における学生用ワッペンの作成について
�入試手当について
（１２月１７日）

�大学連携協議会議題確認について
�薬学部推薦入試（併願）判定結果と奨学生の選考につ
いて

�一般入学試験前期・試験会場について
�看護学部編入学試験募集要項（案）について
�チュートリアル教育に関する今後の取り組みについて
（FD研修が終わって）

�全教員討論会「チーム医療について」の今後の施策に
ついて

�学生支援制度（案）について
�保護者の会の計画について
�動物実験規程（案）について
�バイオセーフティ委員会予備ワーキング委員について
�研究室整備計画について
�英語（英会話）の非常勤講師について
�生命・医療倫理学の非常勤講師について
�第２学年次の全体オリエンテーション日程について
（１月７日）

�平成２０年度事業計画について
�兵庫医療大学聴講生、受託生および研究生の取扱いに
関する規程（案）について

�リハビリテーション学部「整形外科学�・�」の担当
教員について

�動物実験関係諸規程について
�西宮キャンパスでのロッカー室、カンファレンス室等
の確保について

�読売新聞社主催「３大疾病展」への協賛について
�アドバイザー担当教員による学生の成績閲覧について
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質問「広報誌を読んでいますか」 

毎号欠かさず 
読んでいる　21%

よく読んでいる 
17%

あまり読んでいない 
29%

たまに読んでいる 
33%

兵庫医療大学のための募金 状況報告

「兵庫医療大学」のための募金活動を平成１８年５月に開始して以来、これまでに教職員をはじめ、後援会（保護者）、

緑樹会（卒業生）、名誉教授、退職者等（６０７名）は言うに及ばず協力医療機関や関連病院等を始めとする幅広い方々か

ら、温かいお申し込みを賜り、誠に有り難く、厚くお礼申し上げます。

本学法人といたしましては、ご協力賜りました方々のご芳名を大学広報に掲載させていただき、感謝の意を表したい

と存じ、下記のとおり報告させていただきます。

皆様からご寄付いただきました寄付金をこの兵庫医療大学の教育研究用施設整備等の充実に利用させていただくとと

もに、これからも全力で大学の合理化推進等により、必要資金確保に向けて自主的努力を重ねてまいりますが、加えて、

ぜひとも関係各方面からのさらなるご支援を仰ぎお力添えをいただきたく、引き続きご協力賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。

（募金推進室）

記 １８．５．２～１９．１２．３１

寄付申込者ご芳名・法人名一覧
１９．１１．１～１９．１２．３１

［企業等法人］（５法人）

５，０００，０００円 株式會社 紀伊國屋書店様

（ご芳名のみ記載）

アルフレッサ ピップトウキョウ 株式会社様

テクノメディカル 株式会社様

兵田印刷工芸 株式会社様

エイエムオー・ジャパン 株式会社様

［関連病院等］（１法人）

（ご芳名のみ記載）

財団法人仁明会 仁明会病院赤い羽療園様

［後援会］（１名）

３００，０００円 池添 逸夫様

［教職員］（１名）

３０，０００円 増田 富美子様

４月から広報誌をリニューアルします�

昨年１１月に西宮キャンパス内で実施しました広報誌に関する読者アンケートには、約４５０名の方から回答をいただき

ました。誌面を借りまして御礼申し上げます。

アンケートでは、８５％以上の方が冊子の大きさ、ページ数等の体裁について「適切である」と回答されました。また、

「広報誌を読んでいますか」の問いについては、「よく読んで

いる、毎号欠かさず読んでいる」と回答された方の合計が全

体の３８％に留まりました。経費削減、情報発信のスピードア

ップなどの提言なども数多くいただき、広報誌のあり方を検

討していかなければいけないことを強く認識いたしました。

これらアンケート結果やご意見を踏まえまして、４月から

『教職員・学生のコミュニケーションの活性化を図る情報発

信誌』として全面リニューアルします。特集記事や取材を交

え、読者参画型の誌面作りに取り組みたいと思います。

（広報課）

区 分
受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

申 込 ２７１件 ５３６，６２４，０００円 ６０７件 １２５，５７０，０００円 ８７８件 ６６２，１９４，０００円

入 金 ２６０件 ４３０，０２４，０００円 ５９５件 １２４，５４５，０００円 ８５５件 ５５４，５６９，０００円

・お・知・ら・せ・
学校法人 兵庫医科大学広報 No．１９２（３月発行）
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